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鉱山保安法施行規則の改正について 

令 和 ６ 年 ６ 月 

経 済 産 業 省 

鉱山・火薬類監理官付 

１．改正の背景 

（１）アナログ規制見直しに係る改正

デジタル臨時行政調査会（会長：内閣総理大臣）において、「目視規制」や「定期検

査・ 点検規制」等の代表的な７項目のアナログ規制について、デジタル原則に適合させ

るための見直しが進められ、第６回デジタル臨時行政調査会（令和４年１２月２１日）

において「デジタル原則を踏まえたアナログ規制の見直しに係る工程表」が取りまとめ

られた。これを受け、令和６年３月に開催された中央鉱山保安協議会において、鉱山保

安法令に関する規制について、見直しを要する条項とされた計２１項目（目視規制６、

定期検査１１、常駐専任３、書面掲示１）の対応方針について審議した。この結果を踏

まえ、鉱山保安法施行規則の一部について改正を行うもの。 

※見直しが必要な条項については、本省令の改正に加え、鉱業上使用する工作物等の技

術基準を定める省令の改正、通知文による解釈の明確化により対応する。

（２）条ずれ等に係る改正

鉱山保安法施行規則において引用している他法令で条項の番号がずれる等の改正（施

行済み）があったことを踏まえ、鉱山保安法施行規則の一部について改正を行うもので

ある。 

また、鉱山保安法施行規則内の表現を統一するため、様式第１２中の「女子（妊娠不

能と診断されたもの」を「女性（妊娠する可能性がないと診断された者」に改正する。 

２．改正の概要 

（１）アナログ規制見直しに係る改正

①実施期間及び頻度が定められていない定期検査に係る改正

鉱山保安法施行規則第１８条第１７号に掲げる測定、第２６条第１号に掲げる検査及

び測定、同条第３号に掲げる点検、第２９条第１項第１８号に掲げる測定、同項第１９

号に掲げる測定は、実施期間や頻度について定められたものではないことを明確化する

ために、「定期的に」や「一定期間ごとに」を実態にあわせて「保安のため必要がある

ときに」と改める。 

②実施期間及び頻度が定められている定期検査に係る改正

鉱山保安法施行規則第２９条第１項第１６号に掲げる測定、同項第１７号に掲げる測

定、第３４条第２項に掲げる定期検査は、定められた頻度で定期的に行うことを求めて

いるが、デジタル技術の進歩等を踏まえ、常時監視を行う場合は、測定や検査の周期を

延長できるよう改める。なお、鉱山保安法施行規則第２９条第１項第１６号、同項第１

７号の改正に伴い、同項第１６号の２の新設、同項第１９号、同項第２０号、同項第２

１号の改正を行う。 
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③石綿粉じんの大気中の濃度の測定に係る改正 

鉱山保安法施行規則第２１条第１項第３号に掲げる石綿粉じんの大気中の濃度の定期

的な測定については「六月を越えない作業期間ごとに一回以上」としているが、昨今、

デジタル技術の進歩等を踏まえて、頻度の定めを無くし、保安上必要な頻度で測定する

こととする改正を行う。 

※本改正に伴い、頻度の定めがなくなることから、鉱山保安法施行規則第２１条第２項

は削除する。 

 

（２）条ずれ等に係る改正 

ダイオキシン類対策特別措置法施行令、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法

律、大気汚染防止法、大気汚染防止法施行規則、瀬戸内海環境保全特別措置法、ガス事

業法において条項の番号がずれる等の改正（施行済み）があったことにより、鉱山保安

法施行規則第１条第２項第３４号、同項第３９号、同項第４５号、第１９条第５号、第

２０条の２第２号、第４３条第１項、第４６条第１項、同条第２項における条ずれ等の

修正を行う。 
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〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
号

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
行

国
務
大
臣

新
藤

義
考

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

［
略
］

第
一
条

［
略
］

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

る
。

一
～
三
十
三

［
略
］

一
～
三
十
三

［
略
］

三
十
四

「
有
害
鉱
業
廃
棄
物
」
と
は
、
鉱
業
廃
棄
物

三
十
四

「
有
害
鉱
業
廃
棄
物
」
と
は
、
鉱
業
廃
棄
物

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
放
射
性
物
質
及
び

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
放
射
性
物
質
及
び

こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
い

こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
い

う
。

う
。

イ

［
略
］

イ

［
略
］

ロ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
別

ロ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
別
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表
第
一
第
五
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
焼
却
炉
に
お
い

表
第
一
第
五
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
焼
却
炉
に
お
い

て
生
じ
た
燃
え
殻
若
し
く
は
集
じ
ん
機
に
よ
っ
て

て
生
じ
た
燃
え
殻
若
し
く
は
集
じ
ん
機
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
ば
い
じ
ん
又
は
同
令
別
表
第
二
第
十

集
め
ら
れ
た
ば
い
じ
ん
又
は
同
令
別
表
第
二
第
十

五
号
イ
に
掲
げ
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
を
有
す
る
廃

一
号
イ
に
掲
げ
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
を
有
す
る
廃

棄
物
焼
却
炉
の
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

棄
物
焼
却
炉
の
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

た
沈
殿
物
で
あ
っ
て
、
別
表
第
一
の
九
の
項
の
中

た
沈
殿
物
で
あ
っ
て
、
別
表
第
一
の
九
の
項
の
中

欄
に
掲
げ
る
物
質
を
含
む
も
の
（
同
表
の
九
の
項

欄
に
掲
げ
る
物
質
を
含
む
も
の
（
同
表
の
九
の
項

の
下
欄
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
限

の
下
欄
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
限

る
。
）
及
び
こ
れ
ら
の
鉱
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る

る
。
）
及
び
こ
れ
ら
の
鉱
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る

た
め
に
処
理
し
た
も
の
（
同
表
の
九
の
項
の
下
欄

た
め
に
処
理
し
た
も
の
（
同
表
の
九
の
項
の
下
欄

に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

三
十
五
～
三
十
八

［
略
］

三
十
五
～
三
十
八

［
略
］

三
十
九

「
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
」
と
は
、
海
洋
汚
染

三
十
九

「
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
」
と
は
、
海
洋
汚
染
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等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
六
号
の
三

十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
六
号
の
二

に
規
定
す
る
物
質
を
い
う
。

に
規
定
す
る
物
質
を
い
う
。

四
十
～
四
十
四

［
略
］

四
十
～
四
十
四

［
略
］

四
十
五

「
水
銀
排
出
施
設
」
と
は
、
鉱
山
等
の
施
設

四
十
五

「
水
銀
排
出
施
設
」
と
は
、
鉱
山
等
の
施
設

で
あ
っ
て
、
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
十
四
項
に

で
あ
っ
て
、
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
十
三
項
に

規
定
す
る
施
設
を
い
う
。

規
定
す
る
施
設
を
い
う
。

３

［
略
］

３

［
略
］

（
鉱
業
廃
棄
物
の
処
理
）

（
鉱
業
廃
棄
物
の
処
理
）

第
十
八
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
捨
石
、
鉱
さ

第
十
八
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
捨
石
、
鉱
さ

い
そ
の
他
の
鉱
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者

い
そ
の
他
の
鉱
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者

が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一
～
十
六

［
略
］

一
～
十
六

［
略
］

十
七

鉱
業
廃
棄
物
（
第
一
条
第
二
項
第
三
十
三
号
イ

十
七

鉱
業
廃
棄
物
（
第
一
条
第
二
項
第
三
十
三
号
イ

、
ハ
、
ニ
若
し
く
は
ト
に
掲
げ
る
鉱
業
廃
棄
物
（
金

、
ハ
、
ニ
若
し
く
は
ト
に
掲
げ
る
鉱
業
廃
棄
物
（
金

属
鉱
山
等
に
限
る
。
）
並
び
に
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ

属
鉱
山
等
に
限
る
。
）
並
び
に
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
、
紙
く
ず
及
び
金
属
く
ず
の
焼
却
施
設
に
お

ッ
ク
類
、
紙
く
ず
及
び
金
属
く
ず
の
焼
却
施
設
に
お

い
て
生
じ
た
燃
え
殻
及
び
集
じ
ん
機
に
よ
っ
て
集
め

い
て
生
じ
た
燃
え
殻
及
び
集
じ
ん
機
に
よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
ば
い
じ
ん
（
石
炭
鉱
山
及
び
石
油
鉱
山
に
限

ら
れ
た
ば
い
じ
ん
（
石
炭
鉱
山
及
び
石
油
鉱
山
に
限

る
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
鉱
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た

る
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
鉱
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た

め
に
処
理
し
た
も
の
に
限
る
。
）
の
埋
立
場
付
近
の

め
に
処
理
し
た
も
の
に
限
る
。
）
の
埋
立
場
付
近
の

地
下
水
（
水
面
埋
立
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
付
近
の

地
下
水
（
水
面
埋
立
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
付
近
の

水
域
）
の
水
質
に
つ
い
て
、
保
安
の
た
め
必
要
が
あ

水
域
）
の
水
質
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
測
定
し
、
そ

る
と
き
に
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
必
要
に

の
結
果
を
記
録
し
、
必
要
に
応
じ
、
こ
れ
を
保
存
す

応
じ
、
こ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。
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十
八

［
略
］

十
八

［
略
］

（
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
等
）

（
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
等
）

第
十
九
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
坑
水
又
は
廃

第
十
九
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
坑
水
又
は
廃

水
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、

水
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

［
略
］

一
～
四

［
略
］

五

水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

五

水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
地
域
及
び
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
二

る
指
定
地
域
及
び
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
二

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
量
削
減
指
定
地
域
に

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
量
削
減
指
定
地
域
又

お
い
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定

は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八

す
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
施
設
を
設
置
す
る
鉱
山

年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区

等
で
あ
っ
て
同
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
環
境
省
令

域
に
お
い
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
二
項
に
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で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
（
以
下
「
特
定
坑
廃
水

規
定
す
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
施
設
を
設
置
す
る

鉱
山
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
す

鉱
山
等
で
あ
っ
て
同
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
環
境

る
坑
水
又
は
廃
水
に
係
る
同
法
第
四
条
の
二
第
一
項

省
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
（
以
下
「
特
定
坑

及
び
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
二
十
三
条
第
一

廃
水
鉱
山
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
公
共
用
水
域
に
排

項
に
規
定
す
る
汚
濁
負
荷
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水
質
汚

出
す
る
坑
水
又
は
廃
水
に
係
る
同
法
第
四
条
の
二
第

濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準

一
項
及
び
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
二
十
三
条

に
適
合
す
る
こ
と
。

第
一
項
に
規
定
す
る
汚
濁
負
荷
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水

質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
又
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
十
二
条

の
三
第
二
項
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

六
～
十
二

［
略
］

六
～
十
二

［
略
］

（
水
銀
等
の
処
理
）

（
水
銀
等
の
処
理
）
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第
二
十
条
の
二

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉱
煙
（

第
二
十
条
の
二

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉱
煙
（

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
（
以
下
「
水
銀
等
」
と
い
う
。

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
（
以
下
「
水
銀
等
」
と
い
う
。

）
を
含
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
処
理
に
つ
い
て
鉱

）
を
含
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
処
理
に
つ
い
て
鉱

業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

［
略
］

一

［
略
］

二

水
銀
排
出
施
設
の
排
出
口
か
ら
大
気
中
に
排
出
さ

二

水
銀
排
出
施
設
の
排
出
口
か
ら
大
気
中
に
排
出
さ

れ
る
排
出
物
に
含
ま
れ
る
水
銀
等
の
量
は
、
大
気
汚

れ
る
排
出
物
に
含
ま
れ
る
水
銀
等
の
量
は
、
大
気
汚

染
防
止
法
第
十
八
条
の
二
十
七
の
排
出
基
準
に
適
合

染
防
止
法
第
十
八
条
の
二
十
二
の
排
出
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

（
石
綿
粉
じ
ん
の
処
理
）

（
石
綿
粉
じ
ん
の
処
理
）

第
二
十
一
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
粉
じ
ん
（

第
二
十
一
条

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
粉
じ
ん
（
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石
綿
粉
じ
ん
に
限
る
。
）
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者

石
綿
粉
じ
ん
に
限
る
。
）
の
処
理
に
つ
い
て
鉱
業
権
者

が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
第
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
第
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚

三

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚

生
省
、
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
十
六
条
の
三
第

生
省
、
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
十
六
条
の
三
第

一
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
測
定
法
に
よ
り
前
号
の

一
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
前
号
の
石

石
綿
粉
じ
ん
の
大
気
中
の
濃
度
を
保
安
の
た
め
必
要

綿
粉
じ
ん
の
大
気
中
の
濃
度
を
六
月
を
超
え
な
い
作

が
あ
る
と
き
に
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
こ

業
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記

れ
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

四

［
略
］

四

［
略
］

［
削
る
］

２

前
項
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
号
の
回
数
で
同
項
第
二
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号
の
石
綿
粉
じ
ん
の
大
気
中
の
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由

を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
測
定
す
る

も
の
と
す
る
。

（
巡
視
及
び
点
検
）

（
巡
視
及
び
点
検
）

第
二
十
六
条

法
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
基

第
二
十
六
条

法
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
、
第
三
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条

づ
き
、
第
三
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条

及
び
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
等
の
巡
視
及

及
び
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
等
の
巡
視
及

び
点
検
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次

び
点
検
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
安
の
確
保
上
重
要
な
鉱
山
等
に
あ
る
建
設
物
、

一

保
安
の
確
保
上
重
要
な
鉱
山
等
に
あ
る
建
設
物
、

工
作
物
そ
の
他
の
施
設
並
び
に
掘
採
箇
所
及
び
掘
採

工
作
物
そ
の
他
の
施
設
並
び
に
掘
採
箇
所
及
び
掘
採
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跡
を
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
に
巡
視
し
、
危

跡
を
定
期
的
に
巡
視
し
、
危
険
又
は
異
常
の
有
無
を

険
又
は
異
常
の
有
無
を
検
査
し
、
か
つ
、
危
害
及
び

検
査
し
、
か
つ
、
危
害
及
び
鉱
害
の
防
止
の
た
め
必

鉱
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
測
定

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
測
定
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

二

［
略
］

二

［
略
］

三

鉱
業
上
使
用
す
る
機
械
、
器
具
及
び
工
作
物
に
つ

三

鉱
業
上
使
用
す
る
機
械
、
器
具
及
び
工
作
物
に
つ

い
て
は
、
始
業
時
、
月
次
等
、
保
安
の
た
め
必
要
が

い
て
は
、
始
業
時
、
月
次
等
、
定
期
的
に
点
検
を
行

あ
る
と
き
に
点
検
を
行
う
こ
と
。

う
こ
と
。

四
・
五

［
略
］

四
・
五

［
略
］

（
放
射
線
障
害
の
防
止
）

（
放
射
線
障
害
の
防
止
）

第
二
十
九
条

法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
規
定
に

第
二
十
九
条

法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
け
る
放
射
線
障
害
の

基
づ
き
、
核
原
料
物
質
鉱
山
に
お
け
る
放
射
線
障
害
の
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防
止
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に

防
止
に
つ
い
て
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
五

［
略
］

一
～
十
五

［
略
］

十
六

管
理
区
域
内
の
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

十
六

管
理
区
域
内
の
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

率
を
毎
週
一
回
（
当
該
線
量
当
量
率
を
常
時
監
視
す

率
及
び
放
射
線
業
務
従
事
者
が
呼
吸
す
る
空
気
中
の

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
毎
月
一
回
）
以
上
（
保
安
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
毎
週
一
回
以
上
（
保
安
の
た

た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
度
ご
と
に
）
測
定

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
度
ご
と
に
）
測
定
し

し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

十
六
の
二

管
理
区
域
内
の
放
射
線
業
務
従
事
者
が
呼

［
新
設
］

吸
す
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
毎
週
一
回

（
管
理
区
域
に
設
置
さ
れ
た
電
離
放
射
線
障
害
防
止

規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
第

二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
放
射
性
物
質
取
扱
作
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業
室
以
外
の
当
該
管
理
区
域
内
の
区
域
に
お
い
て
空

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
常
時
監
視
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
区
域
内
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の

濃
度
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回
）
以
上
（
保
安
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
度
ご
と
に
）
測
定
し

、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

十
七

製
錬
場
内
の
管
理
区
域
に
お
け
る
人
が
触
れ
る

十
七

製
錬
場
内
の
管
理
区
域
に
お
け
る
人
が
触
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

お
そ
れ
が
あ
る
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
を
毎
週
一
回
（
当

物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
を
毎
週
一
回
以
上

該
密
度
を
常
時
監
視
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
毎
月

（
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
度
ご
と

一
回
）
以
上
（
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

に
）
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

そ
の
度
ご
と
に
）
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る

こ
と
。
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十
八

鉱
山
か
ら
排
出
さ
れ
る
空
気
及
び
水
の
中
の
放

十
八

鉱
山
か
ら
排
出
さ
れ
る
空
気
及
び
水
の
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
を
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

射
性
物
質
の
濃
度
を
一
定
期
間
ご
と
に
（
製
錬
場
か

に
（
製
錬
場
か
ら
連
続
し
て
排
出
さ
れ
る
空
気
及
び

ら
連
続
し
て
排
出
さ
れ
る
空
気
及
び
水
に
つ
い
て
は

水
に
つ
い
て
は
、
排
出
さ
れ
る
度
ご
と
に
（
連
続
し

、
排
出
さ
れ
る
度
ご
と
に
（
連
続
し
て
排
出
さ
れ
る

て
排
出
さ
れ
る
と
き
は
、
連
続
し
て
）
）
測
定
し
、

と
き
は
、
連
続
し
て
）
）
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記

そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

録
す
る
こ
と
。

十
九

第
十
六
号
、
第
十
六
号
の
二
及
び
前
号
の
規
定

十
九

第
十
六
号
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
管

に
よ
る
ほ
か
、
管
理
区
域
、
周
辺
監
視
区
域
及
び
こ

理
区
域
、
周
辺
監
視
区
域
及
び
こ
れ
ら
以
外
の
区
域

れ
ら
以
外
の
区
域
の
適
当
な
箇
所
に
お
い
て
、
線
量

の
適
当
な
箇
所
に
お
い
て
、
線
量
当
量
率
又
は
空
気

当
量
率
又
は
空
気
若
し
く
は
水
の
中
の
放
射
性
物
質

若
し
く
は
水
の
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
一
定
期

の
濃
度
を
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
に
測
定
し

間
ご
と
に
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

二
十

第
十
六
号
の
二
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
る
空
気

二
十

第
十
六
号
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
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中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
（
電
離
放
射
線
障

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
（
電
離
放
射
線
障
害
防

害
防
止
規
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
取

止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）

扱
作
業
室
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
作
業
環
境
測

第
二
十
二
条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
に

定
法
第
二
条
第
五
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
者
（

限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
作
業
環
境
測
定
法
第
二
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
別
表
第
二
号
に
掲
げ
る

第
五
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
者
（
作
業
環
境
測

作
業
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
限

定
法
施
行
規
則
別
表
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
の
種
類

る
。
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者

に
つ
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
又
は

に
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者
に
実
施
さ
せ

る
こ
と
。

二
十
一

次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ

二
十
一

次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
記

れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
記

録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
こ
れ

録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
こ
れ

を
保
存
す
る
こ
と
。

を
保
存
す
る
こ
と
。
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記
録
事
項

記
録
す
べ
き
場

保
存
期
間

記
録
事
項

記
録
す
べ
き
場

保
存
期
間

合

合

イ
・
ロ

［
略

［
略
］

［
略
］

イ
・
ロ

［
略

［
略
］

［
略
］

］

］

ハ

管
理
区
域

測
定
の
都
度

十
年
間

ハ

管
理
区
域

毎
週
一
回

十
年
間

内
の
外
部
放

内
の
外
部
放

射
線
に
係
る

射
線
に
係
る

線
量
当
量
率

線
量
当
量
率

及
び
放
射
線

及
び
放
射
線

業
務
従
事
者

業
務
従
事
者
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が
呼
吸
す
る

が
呼
吸
す
る

空
気
中
の
放

空
気
中
の
放

射
性
物
質
の

射
性
物
質
の

濃
度

濃
度

ニ

製
錬
場
内

測
定
の
都
度

十
年
間

ニ

製
錬
場
内

毎
週
一
回

十
年
間

の
管
理
区
域

の
管
理
区
域

内
に
お
け
る

内
に
お
け
る

人
が
触
れ
る

人
が
触
れ
る

お
そ
れ
が
あ

お
そ
れ
が
あ

る
放
射
性
物

る
放
射
性
物

質
に
よ
っ
て

質
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た

汚
染
さ
れ
た
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物
の
表
面
の

物
の
表
面
の

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

の
密
度

の
密
度

ホ
～
チ

［
略

［
略
］

［
略
］

ホ
～
チ

［
略

［
略
］

［
略
］

］

］

二
十
二
～
三
十
一

［
略
］

二
十
二
～
三
十
一

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

（
定
期
検
査
）

（
定
期
検
査
）

第
三
十
四
条

［
略
］

第
三
十
四
条

［
略
］

２

前
項
の
施
設
に
係
る
定
期
検
査
は
、
二
年
以
内
（
検

２

前
項
の
施
設
に
係
る
定
期
検
査
は
、
二
年
以
内
ご
と
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査
す
べ
き
事
項
を
常
時
監
視
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
の
長

三
年
以
内
）
ご
と
に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

期
の
使
用
休
止
等
の
理
由
に
よ
り
当
該
期
間
に
検
査
を

、
当
該
施
設
の
長
期
の
使
用
休
止
等
の
理
由
に
よ
り
当

実
施
す
る
必
要
が
技
術
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は

該
期
間
に
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
技
術
的
に
認
め
ら

、
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
合
理
的
理
由
を
記
録
し
、
保

れ
な
い
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
合
理
的
理

存
し
た
上
で
、
定
期
検
査
の
時
期
を
一
年
以
内
に
限
り

由
を
記
録
し
、
保
存
し
た
上
で
、
定
期
検
査
の
時
期
を

延
長
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一
年
以
内
に
限
り
延
長
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３
～
５

［
略
］

３
～
５

［
略
］

（
作
業
監
督
者
）

（
作
業
監
督
者
）

第
四
十
三
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
作
業
監
督
者
を

第
四
十
三
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
作
業
監
督
者
を

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
は
、
次
の
表
の
上
欄

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
定
め
る
も
の
と
し
、
当
該
作
業
の
区
分
ご
と
に
同
表

に
定
め
る
も
の
と
し
、
当
該
作
業
の
区
分
ご
と
に
同
表
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下
欄
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
者
か
ら
選
任
す
る
も
の

下
欄
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
者
か
ら
選
任
す
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

作
業
の
区
分

作
業
監
督
者
の
資
格

作
業
の
区
分

作
業
監
督
者
の
資
格

一
～
四

［
略

［
略
］

一
～
四

［
略

［
略
］

］

］

五

昇
圧
供
給

一

昇
圧
供
給
装
置
の
う
ち
、

五

昇
圧
供
給

一

昇
圧
供
給
装
置
の
う
ち
、

装
置
に
関
す

ガ
ス
を
高
圧
に
し
て
充
て
ん

装
置
に
関
す

ガ
ス
を
高
圧
に
し
て
充
て
ん

る
作
業
（
天

す
る
装
置
で
あ
っ
て
、
蓄
ガ

る
作
業
（
天

す
る
装
置
で
あ
っ
て
、
蓄
ガ

然
ガ
ス
自
動

ス
器
を
備
え
な
い
も
の
に
関

然
ガ
ス
自
動

ス
器
を
備
え
な
い
も
の
に
関

車
へ
の
天
然

す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
ガ

車
へ
の
天
然

す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
ガ
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ガ
ス
の
充
て

ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年

ガ
ス
の
充
て

ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年

ん
作
業
を
除

法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
十

ん
作
業
を
除

法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
十

く
。
）

六
条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主

く
。
）

二
条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主

任
技
術
者
免
状
若
し
く
は
乙

任
技
術
者
免
状
若
し
く
は
乙

種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の

種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は

交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
九

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
九

条
第
一
項
の
甲
種
化
学
責
任

条
第
一
項
の
甲
種
化
学
責
任

者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者

者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者

免
状
若
し
く
は
丙
種
化
学
責

免
状
若
し
く
は
丙
種
化
学
責

任
者
免
状
若
し
く
は
甲
種
機

任
者
免
状
若
し
く
は
甲
種
機

械
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙

械
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙

種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付

種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
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を
受
け
て
い
る
者

を
受
け
て
い
る
者

二

昇
圧
供
給
装
置
（
ガ
ス
を

二

昇
圧
供
給
装
置
（
ガ
ス
を

高
圧
に
し
て
充
て
ん
す
る
装

高
圧
に
し
て
充
て
ん
す
る
装

置
で
あ
っ
て
、
蓄
ガ
ス
器
を

置
で
あ
っ
て
、
蓄
ガ
ス
器
を

備
え
な
い
も
の
を
除
く
。
）

備
え
な
い
も
の
を
除
く
。
）

に
関
す
る
作
業
に
つ
い
て
は

に
関
す
る
作
業
に
つ
い
て
は

、
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
六
条

、
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
二
条

第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任
技

第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任
技

術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安

い
る
者
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
甲

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
甲

種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種

種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
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化
学
責
任
者
免
状
若
し
く
は

化
学
責
任
者
免
状
若
し
く
は

丙
種
化
学
責
任
者
免
状
若
し

丙
種
化
学
責
任
者
免
状
若
し

く
は
甲
種
機
械
責
任
者
免
状

く
は
甲
種
機
械
責
任
者
免
状

若
し
く
は
乙
種
機
械
責
任
者

若
し
く
は
乙
種
機
械
責
任
者

免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者

者

六
・
七

［
略

［
略
］

六
・
七

［
略

［
略
］

］

］

八

石
油
鉱
山

一

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
天
然
ガ

八

石
油
鉱
山

一

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
天
然
ガ

に
お
い
て
行

ス
の
み
を
流
送
す
る
も
の
に

に
お
い
て
行

ス
の
み
を
流
送
す
る
も
の
に

う
パ
イ
プ
ラ

限
る
。
）
及
び
そ
の
附
属
設

う
パ
イ
プ
ラ

限
る
。
）
及
び
そ
の
附
属
設
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イ
ン
及
び
そ

備
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
圧

イ
ン
及
び
そ

備
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
圧

の
附
属
設
備

力
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

の
附
属
設
備

力
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

に
関
す
る
作

も
の
に
係
る
作
業
に
つ
い
て

に
関
す
る
作

も
の
に
係
る
作
業
に
つ
い
て

業

は
、
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
六

業

は
、
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
二

条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任

条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け

技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
又
は
高
圧
ガ
ス
保

て
い
る
者
又
は
高
圧
ガ
ス
保

安
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の

安
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙

種
化
学
責
任
者
免
状
若
し
く

種
化
学
責
任
者
免
状
若
し
く

は
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
若

は
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
若

し
く
は
甲
種
機
械
責
任
者
免

し
く
は
甲
種
機
械
責
任
者
免

状
若
し
く
は
乙
種
機
械
責
任

状
若
し
く
は
乙
種
機
械
責
任



- 25 -

者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者

る
者

二

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
天
然
ガ

二

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
天
然
ガ

ス
の
み
を
流
送
す
る
も
の
に

ス
の
み
を
流
送
す
る
も
の
に

限
る
。
）
及
び
そ
の
附
属
設

限
る
。
）
及
び
そ
の
附
属
設

備
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
圧

備
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
圧

力
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の

力
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の

も
の
に
係
る
作
業
に
つ
い
て

も
の
に
係
る
作
業
に
つ
い
て

は
、
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
六

は
、
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
二

条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任

条
第
一
項
の
甲
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状
若
し
く
は
乙
種

技
術
者
免
状
若
し
く
は
乙
種

ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交

ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
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付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
高

付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
高

圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
九
条

圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
九
条

第
一
項
の
甲
種
化
学
責
任
者

第
一
項
の
甲
種
化
学
責
任
者

免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
若
し
く
は
丙
種
化
学
責
任

状
若
し
く
は
丙
種
化
学
責
任

者
免
状
若
し
く
は
甲
種
機
械

者
免
状
若
し
く
は
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種

責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種

機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を

機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者

受
け
て
い
る
者

三

［
略
］

三

［
略
］

九
～
十
七

［

［
略
］

九
～
十
七

［

［
略
］
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略
］

略
］

２
～
４

［
略
］

２
～
４

［
略
］

第
四
十
六
条

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報

第
四
十
六
条

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
、
事
故
そ
の
他

告
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
、
事
故
そ
の
他

の
事
象
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

の
事
象
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
時
期
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ

に
掲
げ
る
時
期
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

災
害
、
事
故
そ

時
期

項
目

災
害
、
事
故
そ

時
期

項
目

の
他
の
事
象

の
他
の
事
象
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一
～
九

［
略

［
略
］

［
略
］

一
～
九

［
略

［
略
］

［
略
］

］

］

九
の
二

水
銀

排
出
後
速
や
か

排
出
の
状
況

九
の
二

水
銀

排
出
後
速
や
か

排
出
の
状
況

排
出
施
設
か

に

排
出
施
設
か

に

ら
大
気
汚
染

ら
大
気
汚
染

防
止
法
第
十

大
気
汚
染
防
止

排
出
の
状
況

防
止
法
第
十

大
気
汚
染
防
止

排
出
の
状
況

八
条
の
二
十

法
施
行
規
則
第

八
条
の
二
十

法
施
行
規
則
第

七
の
排
出
基

十
六
条
の
十
九

二
の
排
出
基

十
六
条
の
二
第

準
（
以
下
こ

第
三
号
の
再
測

準
（
以
下
こ

三
号
の
再
測
定

の
号
に
お
い

定
（
以
下
こ
の

の
号
に
お
い

（
以
下
こ
の
号

て
単
に
「
排

号
に
お
い
て
単

て
単
に
「
排

に
お
い
て
単
に

出
基
準
」
と

に
「
再
測
定
」

出
基
準
」
と

「
再
測
定
」
と
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い
う
。
）
に

と
い
う
。
）
の

い
う
。
）
に

い
う
。
）
の
実

適
合
し
な
い

実
施
後
速
や
か

適
合
し
な
い

施
後
速
や
か
に

水
銀
等
を
排

に

水
銀
等
を
排

出
し
た
と
き

出
し
た
と
き

再
測
定
を
実
施

排
出
の
状
況

再
測
定
を
実
施

排
出
の
状
況

し
た
日
か
ら
三

及
び
講
じ
た

し
た
日
か
ら
三

及
び
講
じ
た

十
日
以
内
（
大

措
置
の
詳
細

十
日
以
内
（
大

措
置
の
詳
細

気
汚
染
防
止
法

気
汚
染
防
止
法

施
行
規
則
第
十

施
行
規
則
第
十

六
条
の
十
九
第

六
条
の
二
第
四

四
号
の
測
定
の

号
の
測
定
の
結

結
果
が
、
排
出

果
が
、
排
出
基

基
準
に
適
合
し

準
に
適
合
し
な
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な
い
場
合
に
限

い

場

合

に

限

る
。
）

る
。
）

十
～
二
十
四

［
略
］

［
略
］

十
～
二
十
四

［
略
］

［
略
］

［
略
］

［
略
］

２

前
項
の
ほ
か
、
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

２

前
項
の
ほ
か
、
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

る
報
告
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
時
期
に
、
同
表
の

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
時
期
に
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

下
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

事
項

時
期

項
目

事
項

時
期

項
目
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一
～
四

［
略

［
略
］

［
略
］

一
～
四

［
略

［
略
］

［
略
］

］

］

五

坑
廃
水
処

当
該
変
更
を
行

変
更
事
項

五

坑
廃
水
処

当
該
変
更
を
行

変
更
事
項

理
施
設
等
に

う
三
十
日
前
ま

理
施
設
等
に

う
三
十
日
前
ま

係
る
水
質
汚

で

係
る
水
質
汚

で

濁
防
止
法
第

濁
防
止
法
第

五
条
第
一
項

五
条
第
一
項

第
五
号
（
当

第
五
号
（
当

該
坑
廃
水
処

該
坑
廃
水
処

理
施
設
等
が

理
施
設
等
が

有
害
物
質
使

有
害
物
質
使

用
特
定
施
設

用
特
定
施
設
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に
該
当
し
な

に
該
当
し
な

い
場
合
又
は

い
場
合
又
は

同
条
第
二
項

同
条
第
二
項

の
規
定
に
該

の
規
定
に
該

当
す
る
場
合

当
す
る
場
合

を
除
く
。
）

を
除
く
。
）

か
ら
第
九
号

か
ら
第
九
号

ま
で
及
び
同

ま
で
及
び
同

条
第
二
項
第

条
第
二
項
第

五
号
か
ら
第

五
号
か
ら
第

八
号
ま
で
の

八
号
ま
で
の

事
項
並
び
に

事
項
並
び
に

水
道
水
源
法

水
道
水
源
法
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第
十
一
条
第

第
十
一
条
第

一
項
第
五
号

一
項
第
五
号

か
ら
第
八
号

か
ら
第
八
号

ま
で
及
び
同

ま
で
及
び
同

条
第
二
項
各

条
第
二
項
各

号
の
事
項
、

号
の
事
項
、

有
害
物
質
貯

有
害
物
質
貯

蔵
指
定
施
設

蔵
指
定
施
設

に
係
る
水
質

に
係
る
水
質

汚
濁
防
止
法

汚
濁
防
止
法

第
五
条
第
三

第
五
条
第
三

項
第
四
号
か

項
第
四
号
か

ら
第
六
号
ま

ら
第
六
号
ま
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で
の
事
項
、

で
の
事
項
、

鉱
煙
発
生
施

鉱
煙
発
生
施

設
に
係
る
大

設
に
係
る
大

気
汚
染
防
止

気
汚
染
防
止

法
第
六
条
第

法
第
六
条
第

一
項
第
五
号

一
項
第
五
号

及
び
第
六
号

及
び
第
六
号

の
事
項
、
水

の
事
項
、
水

銀
排
出
施
設

銀
排
出
施
設

に
係
る
同
法

に
係
る
同
法

第
十
八
条
の

第
十
八
条
の

二
十
八
第
一

二
十
三
第
一

項
第
五
号
及

項
第
五
号
及
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び
第
六
号
の

び
第
六
号
の

事
項
、
揮
発

事
項
、
揮
発

性
有
機
化
合

性
有
機
化
合

物
排
出
施
設

物
排
出
施
設

に
係
る
同
法

に
係
る
同
法

第
十
七
条
の

第
十
七
条
の

五
第
一
項
第

五
第
一
項
第

五
号
及
び
第

五
号
及
び
第

六
号
の
事
項

六
号
の
事
項

、
粉
じ
ん
発

、
粉
じ
ん
発

生
施
設
に
係

生
施
設
に
係

る
同
法
第
十

る
同
法
第
十

八
条
第
一
項

八
条
第
一
項
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第
五
号
の
事

第
五
号
の
事

項
、
石
綿
粉

項
、
石
綿
粉

じ
ん
発
生
施

じ
ん
発
生
施

設
に
係
る
同

設
に
係
る
同

法
第
十
八
条

法
第
十
八
条

の
六
第
一
項

の
六
第
一
項

第
五
号
及
び

第
五
号
及
び

第
六
号
の
事

第
六
号
の
事

項
、
騒
音
発

項
、
騒
音
発

生
施
設
に
係

生
施
設
に
係

る
騒
音
規
制

る
騒
音
規
制

法
第
六
条
第

法
第
六
条
第

一
項
第
四
号

一
項
第
四
号
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の
事
項
、
振

の
事
項
、
振

動
発
生
施
設

動
発
生
施
設

に
係
る
振
動

に
係
る
振
動

規
制
法
第
六

規
制
法
第
六

条
第
一
項
第

条
第
一
項
第

四
号
及
び
第

四
号
及
び
第

五
号
の
事
項

五
号
の
事
項

、
ダ
イ
オ
キ

、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
発
生

シ
ン
類
発
生

施
設
に
係
る

施
設
に
係
る

ダ
イ
オ
キ
シ

ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特

ン
類
対
策
特

別
措
置
法
第

別
措
置
法
第
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十
二
条
第
一

十
二
条
第
一

項
第
五
号
及

項
第
五
号
及

び
第
六
号
の

び
第
六
号
の

事
項
並
び
に

事
項
並
び
に

千
九
百
七
十

千
九
百
七
十

三
年
の
船
舶

三
年
の
船
舶

に
よ
る
汚
染

に
よ
る
汚
染

の
防
止
の
た

の
防
止
の
た

め
の
国
際
条

め
の
国
際
条

約
に
関
す
る

約
に
関
す
る

千
九
百
七
十

千
九
百
七
十

八
年
の
議
定

八
年
の
議
定

書
に
よ
っ
て

書
に
よ
っ
て
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修
正
さ
れ
た

修
正
さ
れ
た

同
条
約
を
改

同
条
約
を
改

正
す
る
千
九

正
す
る
千
九

百
九
十
七
年

百
九
十
七
年

の
議
定
書
（

の
議
定
書
（

以
下
「
議
定

以
下
「
議
定

書

」

と

い

書

」

と

い

う
。
）
に
基

う
。
）
に
基

づ
く
担
保
措

づ
く
担
保
措

置
と
し
て
の

置
と
し
て
の

燃
料
油
の
品

燃
料
油
の
品

質
に
関
す
る

質
に
関
す
る

事
項
に
つ
い

事
項
に
つ
い
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て
、
変
更
し

て
、
変
更
し

よ
う
と
す
る

よ
う
と
す
る

と
き

と
き

五
の
二

坑
廃

変
更
を
行
っ
た

変
更
事
項

五
の
二

坑
廃

変
更
を
行
っ
た

変
更
事
項

水
処
理
施
設

日
か
ら
三
十
日

水
処
理
施
設

日
か
ら
三
十
日

等
に
係
る
水

以
内

等
に
係
る
水

以
内

質
汚
濁
防
止

質
汚
濁
防
止

法
第
五
条
第

法
第
五
条
第

一
項
第
一
号

一
項
第
一
号

及
び
第
二
号

及
び
第
二
号

、
同
条
第
二

、
同
条
第
二

項
第
一
号
及

項
第
一
号
及
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び
第
二
号
の

び
第
二
号
の

事
項
、
水
道

事
項
、
水
道

水
源
法
第
十

水
源
法
第
十

一
条
第
一
項

一
条
第
一
項

第
一
号
及
び

第
一
号
及
び

第
二
号
の
事

第
二
号
の
事

項
、
有
害
物

項
、
有
害
物

質
貯
蔵
指
定

質
貯
蔵
指
定

施
設
に
係
る

施
設
に
係
る

水
質
汚
濁
防

水
質
汚
濁
防

止
法
第
五
条

止
法
第
五
条

第
三
項
第
一

第
三
項
第
一

号
及
び
第
二

号
及
び
第
二
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号
の
事
項
、

号
の
事
項
、

鉱
煙
発
生
施

鉱
煙
発
生
施

設
に
係
る
大

設
に
係
る
大

気
汚
染
防
止

気
汚
染
防
止

法
第
六
条
第

法
第
六
条
第

一
項
第
一
号

一
項
第
一
号

及
び
第
二
号

及
び
第
二
号

の
事
項
、
水

の
事
項
、
水

銀
排
出
施
設

銀
排
出
施
設

に
係
る
同
法

に
係
る
同
法

第
十
八
条
の

第
十
八
条
の

二
十
八
第
一

二
十
三
第
一

項
第
一
号
及

項
第
一
号
及
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び
第
二
号
の

び
第
二
号
の

事
項
、
揮
発

事
項
、
揮
発

性
有
機
化
合

性
有
機
化
合

物
排
出
施
設

物
排
出
施
設

に
係
る
同
法

に
係
る
同
法

第
十
七
条
の

第
十
七
条
の

五
第
一
項
第

五
第
一
項
第

一
号
及
び
第

一
号
及
び
第

二
号
の
事
項

二
号
の
事
項

、
粉
じ
ん
発

、
粉
じ
ん
発

生
施
設
に
係

生
施
設
に
係

る
同
法
第
十

る
同
法
第
十

八
条
第
一
項

八
条
第
一
項
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第
一
号
及
び

第
一
号
及
び

第
二
号
の
事

第
二
号
の
事

項
、
石
綿
粉

項
、
石
綿
粉

じ
ん
発
生
施

じ
ん
発
生
施

設
に
係
る
同

設
に
係
る
同

法
第
十
八
条

法
第
十
八
条

の
六
第
一
項

の
六
第
一
項

第
一
号
及
び

第
一
号
及
び

第
二
号
の
事

第
二
号
の
事

項
、
騒
音
発

項
、
騒
音
発

生
施
設
に
係

生
施
設
に
係

る
騒
音
規
制

る
騒
音
規
制

法
第
六
条
第

法
第
六
条
第
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一
項
第
一
号

一
項
第
一
号

及
び
第
二
号

及
び
第
二
号

の
事
項
、
振

の
事
項
、
振

動
発
生
施
設

動
発
生
施
設

に
係
る
振
動

に
係
る
振
動

規
制
法
第
六

規
制
法
第
六

条
第
一
項
第

条
第
一
項
第

一
号
及
び
第

一
号
及
び
第

二
号
の
事
項

二
号
の
事
項

並
び
に
ダ
イ

並
び
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類

オ
キ
シ
ン
類

発
生
施
設
に

発
生
施
設
に

係
る
ダ
イ
オ

係
る
ダ
イ
オ
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キ
シ
ン
類
対

キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置

策
特
別
措
置

法
第
十
二
条

法
第
十
二
条

第
一
項
第
一

第
一
項
第
一

号
及
び
第
二

号
及
び
第
二

号
の
事
項
に

号
の
事
項
に

つ
い
て
、
変

つ
い
て
、
変

更
が
あ
っ
た

更
が
あ
っ
た

と
き

と
き

五
の
三

［
略

［
略
］

［
略
］

五
の
三

［
略

［
略
］

［
略
］

］

］
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六

坑
廃
水
処

当
該
規
定
の
適

当
該
規
定
に

六

坑
廃
水
処

当
該
規
定
の
適

当
該
規
定
に

理
施
設
等
及

用
を
受
け
る
日

定
め
ら
れ
る

理
施
設
等
及

用
を
受
け
る
日

定
め
ら
れ
る

び
有
害
物
質

か
ら
三
十
日
以

届
出
事
項

び
有
害
物
質

か
ら
三
十
日
以

届
出
事
項

貯
蔵
指
定
施

内

貯
蔵
指
定
施

内

設
に
係
る
水

設
に
係
る
水

質
汚
濁
防
止

質
汚
濁
防
止

法
第
六
条
、

法
第
六
条
、

鉱
煙
発
生
施

鉱
煙
発
生
施

設
に
係
る
大

設
に
係
る
大

気
汚
染
防
止

気
汚
染
防
止

法
第
七
条
第

法
第
七
条
第

一
項
、
水
銀

一
項
、
水
銀

排
出
施
設
に

排
出
施
設
に
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係
る
同
法
第

係
る
同
法
第

十
八
条
の
二

十
八
条
の
二

十
九
第
一
項

十
四
第
一
項

、
揮
発
性
有

、
揮
発
性
有

機
化
合
物
排

機
化
合
物
排

出
施
設
に
係

出
施
設
に
係

る
同
法
第
十

る
同
法
第
十

七
条
の
六
第

七
条
の
六
第

一
項
、
粉
じ

一
項
、
粉
じ

ん
発
生
施
設

ん
発
生
施
設

に
係
る
同
法

に
係
る
同
法

第
十
八
条
の

第
十
八
条
の

二
第
一
項
、

二
第
一
項
、
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石
綿
粉
じ
ん

石
綿
粉
じ
ん

発
生
施
設
に

発
生
施
設
に

係
る
同
法
第

係
る
同
法
第

十
八
条
の
七

十
八
条
の
七

第
一
項
、
騒

第
一
項
、
騒

音
発
生
施
設

音
発
生
施
設

に
係
る
騒
音

に
係
る
騒
音

規
制
法
第
七

規
制
法
第
七

条
第
一
項
、

条
第
一
項
、

振
動
発
生
施

振
動
発
生
施

設
に
係
る
振

設
に
係
る
振

動
規
制
法
第

動
規
制
法
第

七
条
第
一
項

七
条
第
一
項
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並
び
に
ダ
イ

並
び
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類

オ
キ
シ
ン
類

発
生
施
設
に

発
生
施
設
に

係
る
ダ
イ
オ

係
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対

キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置

策
特
別
措
置

法
第
十
三
条

法
第
十
三
条

第
一
項
の
規

第
一
項
の
規

定
の
適
用
を

定
の
適
用
を

受
け
る
と
き

受
け
る
と
き

七
～
十
一

［

［
略
］

［
略
］

七
～
十
一

［

［
略
］

［
略
］

略
］

略
］
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３

［
略
］

３

［
略
］

備
考

表
中
の
［

］
は
注
記
で
あ
る
。

様
式
第
十
二
中
「女

子

（妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
も
の

」
を
「女

性

（妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
者

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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